
















 The dif ferences in imagery provoked by the interchangeable Japanese 
particles WA and GA: WA / GA choice as a rhetorical technique in 
literary works 
 MATSUMOTO Takashi 
 Abstract　Although the Japanese particles WA and GA dif fer in meaning and 
usage, occasionally they can convey almost the same meaning, with the only 
dif ference being the impression left by the sentence.  We can observe many 
examples in which the rhetorical use of the interchangeable WA / GA particles 
conveys subtle differences in the meaning of expressions used in literary works 
such as novels.  Some researchers have proposed an explanation of the differences 
in function between WA and GA, in relation to the imaginary pictures drawn in 
readers’ minds provoked by the two particles.  This paper hypothesized that WA 
corresponds to a subjective close view and GA to an objective distant view, and 
examined depictive descriptions which contain WA/GA in literary works such as 
novels.  The conclusion was that WA and GA are concerned with the construction 
and development of the entire story, the detailed compositional adjustment of the 





 Key words:  MURAKAMI Haruki “Tsuchi-no naka-no kanojo-no chiisana inu (Her 
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 【例1】A．安井かずみ訳「雪 が 降る」 B．岩谷時子訳「雪 が 降る」 
 1番 雪 は 降る あなた は 来ない 雪 が 降る あなた は 来ない 
  雪 は 降る 重い心に 雪 が 降る 心のなかを 
 むなしい夢 白い涙 夜更けに白い涙 が 降る 
 鳥 は 遊ぶ 夜 は 更ける 空で鳥 が 寒さに啼いて 
 あなた は 来ない いくら呼んでも あなた は 来ない むなしい愛 
 白い雪 が ただ降るばかり ただ降る雪 つめたい仕打ち 
 台詞 雪 は 降る あなたの来ない夜 雪 が 降る あなた が 来る筈 は ない 
  雪 は 降る すべて は 消えた 雪 が 降る なにもかも真っ白 
 　ここでは、左側の歌詞をA訳、右側をB訳と呼ぶことにしよう。2種類の歌
詞は好対照をなし、A訳は全体的に「は」を基調とする一方、B訳は「が」を
基調にしている。二重下線を付した「雪｛ は ／ が ｝降る」と4行目の「鳥 は 遊
ぶ／鳥 が …啼いて」の箇所で、AB間に「は／が」の異なる選択が観察される。





れない。A訳の4行目「夜 は 更ける」と台詞の「すべて は 消えた」を「が」に
言い換えても文意に大差は生じない。同様に、B訳の台詞「あなた が 来る筈 は
 ない」の波線部を相互に入れ替え「あなた は 来る筈 が ない」に変えても基本的
な意味つまり待つ相手が来ないということの蓋然性は変わらない。 





















情報構造面からも「は／が」の働きが説明されてきた（野田 1996: 108 ― 112）。 
 　さらに空間の認識や表象あるいは事態把握の方法が「は／が」で異なるとす































































 　窓の外では雨 が 降っていた。雨 は もう三日も降りつづいていた。単調で無個
性で我慢強い雨だった。 
 　雨 は 僕がここに着いたのと殆んど同時に降りはじめた。翌朝目を覚ました時
















































明していくのが、無理のない情報提示の手順である。例1B冒頭「雪 が 降る あ
なた は 来ない」は、そういう意味で一般的な談話の流れに沿っており、周囲の
降雪状況を描写したのち、主題である「あなた」に関心を向ける。「引き」か








に見いだせる。例えば、北原白秋「城ヶ島の雨」の冒頭「雨 は ふるふる 城ヶ
島の磯に／利休鼠の 雨 が ふる／雨 は 真珠か 夜明けの霧か／それともわたしの 














 　僕 が 席に戻ると、ウェイター が 平たいコーヒー・カップにコーヒーを注いで





ちから細く注いだ。クリームの白い線 が 綺麗な渦を描いた。やがてその線 は 混
りあい、薄い白い膜になった。彼女 は 音を立てずにその膜をすすった。 



































































 　例4aの数行後に続くのが、下の例4bである。先の4aで「その顔 が …」と描
写されていたが、下の4b（2行目）では「その顔 は …」に転じている。 
 【例4b】三島由紀夫『金閣寺』前出4aと同じ文庫版19頁4～10行 
 　私 は といえば、目
ま
ばたきもせずに、有為子の顔ばかりを見つめていた。彼女
 は 捕われの狂女のように見えた。月の下に、その顔 は 動かなかった。 
 　私 は 今まで、あれほど拒否にあふれた顔を見たことがない。私 は 自分の顔を、
世界から拒まれた顔だと思っている。しかるに有為子の顔 は 世界を拒んでいた。




























　 【例5】中島敦「山月記」全体の構成に関わる「 声 ｛は／が｝＋ 動詞 」 






かな 声 が 時々 洩
も
れる ばかりである。 





 　（ 6）李徴の 声 が 答えて 言う 。自分は今や異類の身となっている。 
 　（ 8）草中の 声 は 次のように 語った 。今から一年程前、自分が旅に出て… 
　 （13） …息をのんで、叢
そうちゅう
中の声の語る不思議に聞入っていた。 声 は 続けて 言
う 。 
 　（15）李徴の 声 は 叢の中から朗々と 響いた 。 




くに 言った 。 
 　（18） 李徴の 声 は 再び 続ける 。何故こんな運命になったか判らぬと、先刻は… 





の 声 が 聞えた 。 





































































 【例6】太宰治「走れメロス」全編をとおした「 陽 ｛は／が｝＋ 動詞 」 
 ①村へ到着したのは、翌
あく
る日の午前、 陽 は 既に高く 昇って 、村人たちは… 
 ②雨も止
や
み、 日 は 高く 昇って 、そろそろ暑くなって来た。 
 ③一刻といえども、むだには出来ない。 陽 は 既に西に 傾き かけている。 
 ④灼
しゃくねつ
熱の 太陽 が まともに、かっと 照って 来て、メロスは幾度となく眩
め ま い
暈を… 
 ⑤ 斜陽 は 赤い光を、樹々の葉に 投じ 、葉も枝も燃えるばかりに輝いている。 
 ⑥私は、正義の士として死ぬ事が出来るぞ。ああ、 陽 が 沈む 。ずんずん沈む。 
 ⑦「…あの方
かた
をお助けになることは出来ません。」「いや、まだ 陽 は 沈まぬ 。」 
 ⑧「いや、まだ 陽 は 沈まぬ 。」メロスは胸の張り裂ける思いで… 
 ⑨言うにや及ぶ。まだ 陽 は 沈まぬ 。最後の死力を尽して、メロスは走った。 
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